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「科学に基づくリスク評価情報の提供を目指して」

Our mission
ミッション

ACT1. 海洋プラスチックごみ問題に対する科学的知見充実
海洋プラスチックごみ問題に対応するための基盤となる科学的知⾒を充実させ、信頼できる科学的根拠に基づいた⽅策

で問題解決に向かうことが必要です。このため、東京⼤学を中核とし、関係する⼤学と連携して、以下のテーマに取り組
んでいます。

ACT2. 研究プラットフォームの構築および情報発信
国内外の異なる分野の学問領域の研究者等との横断的な連携を強化するため、「研究プラットフォーム」の構築を行い、

あわせて研究成果等の情報発信を強化しています。

テーマ1. 海洋マイクロプラスチックの実態および挙動の把握
テーマ2. 海洋マイクロプラスチックの生体影響評価
テーマ3. プラスチックごみ削減方策に関する社会科学的研究

ここ数年、海洋プラスチックごみ
問題が国際的にも重要な課題と認識
されてきています。とくに2015年の
ドイツ・エルマウサミット以降は国
際政治の場で各国首脳が直接言及す
るようになり、2019年のG20サミッ
トでは「大阪ブルーオーシャンビジ
ョン」を共有し、2030年までに海洋
プラスチックの追加的汚染をゼロに
することとしました。この課題自体
は急に生じてきたものではなく、す
でに1970年代には、海洋におけるプ
ラスチック汚染に警鐘を鳴らす研究
が報告されていました。

過去10年ほどの間、国内外の多く
の研究者が海洋プラスチックに関す
る研究に取り組み、次々と成果が挙 
げられています。しかし、依然として 

未解明の部分が極めて多く、効果的
な対策を講じるためには、リスク評
価も含めた幅広い研究を進める必要
があります。東京大学でも、2019年 
度から日本財団との協力により、い
くつかの大学や研究機関等の参加も
得て3年計画で関係の研究を開始し、
2022年度からさらに3年間第2フェ
ーズの研究を進めています。本研究
プロジェクトでは、特に実態がよく
わかっていない1mm以下の小さなプ
ラスチックに焦点を当て、その分布
や輸送の実態解明、生体および生態
系への影響評価を目指します。これ
ら自然科学的課題に加え、プラスチ
ックごみの全体量を削減するための
方策やそれを担う自治体との連携な
どを視野に入れた社会科学的課題に

ついても検討を進めることとしてい
ます。

きわめて複雑で、実態のよく分か
っていないこの課題に対して、こう
した学際的な研究を強力に進めるこ
とにより、できる限り確かな科学に
基づくリスク評価に関する情報を社
会に提供することを目指します。重
い課題であることは十分承知してい
ますが、多くの方々と意見や情報の
交換を行い、協力することでこの課
題に取り組んでいきたいと思います。
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Members
プロジェクトメンバー

ACT1 テーマ 1.海洋マイクロプラスチックの実態および挙動の把握
氏名 所属
津田 敦 大気海洋研究所 教授
山下 麗 大気海洋研究所 特任研究員
小川 浩史 大気海洋研究所 教授
伊藤 進一 大気海洋研究所 教授
高橋 一生 大学院農学生命科学研究科 教授

ACT1 テーマ 3.プラスチックゴミ削減方策に関する社会科学的研究
氏名 所属
城山 英明 公共政策大学院/未来ビジョン研究センター 教授
高村 ゆかり 学際融合研究施設 未来ビジョン研究センター 教授
浅利 美鈴 京都大学 准教授
Miles Pennington 生産技術研究所 教授
木下 晴之 生産技術研究所 特任助教

ACT1 テーマ 2.海洋マイクロプラスチックの生体影響評価
氏名 所属
高田 秀重 東京農工大学農学部 教授
井上 広滋 大気海洋研究所 教授
酒井 康行 大学院工学系研究科 教授
楠原 洋之 大学院薬学系研究科 教授

ACT2 研究プラットフォームの構築および情報発信
氏名 所属
道田 豊 大気海洋研究所 教授
牧野 光琢 大気海洋研究所 教授
山本 光夫 大学院農学生命科学研究科 准教授

About this project
本プロジェクトについて

私たちは日常生活や産業活動で多量
のプラスチックを使用します。残念な
がら部分的には自然界に漏れ出て、海
にも流れ込みます。

海洋に流出するプラスチックの量は
世界の GDP と相応じて増え続け、環
境汚染が顕在化しています。プラスチ
ックはプランクトンや小魚、さらには
海鳥などによって摂餌され、プラスチ
ックそのものに含まれたり環境中から
吸着したりした有害な化学物質を生体
内に運ぶほか、太陽光を浴びるうちに
劣化してメタンガスのような二酸化炭
素よりも強い温室効果を持つガスを放
出することが知られるようになりまし
た。世界中の多くの研究者から次々と報告されるプラス
チックの問題は、もはや経済活動に影響を及ぼすまでに
なってきています。

しかし、地球規模での対策が急がれる中、具体的な政
策に結びつく、根拠といえる実態を私たちはあまりよく
わかっていないという現状があります。例えば、海を漂
う多量のプラスチックごみはいったいどこに行ってしま
うのでしょう？

そこで東京大学は、日本財団から未来社会協創基金
（FSI 基金）に助成を受け、2019 年に大気海洋研究所に
「海洋プラスチック研究事務局」を設置し、「FSI海洋ごみ

対策プロジェクト」を開始しました。日に日に切迫する
海洋のプラスチックごみの包括的な対策にむけた研究、
情報発信を、国内外の研究機関と連携して行っています。

2019年から3年間の研究成果を踏まえ、2022年度か
らさらに 3 年間、研究を推進することになりました。

市民参加によるマイクロプラスチックの
観測手法の開発 (3-1)

私たちのプロジェクトで調査·研究していること（括弧内は項目番号）

海のマイクロプラスチック調査 (1-1)
海でのマイクロプラスチックの

歴史的変遷 (1-3)
マイクロプラスチックの

海中での動きを数値実験で追跡 (1-2)

マイクロプラスチックの
人への影響（2-3）

マイクロプラスチックの
生体や生態系への影響（2-1，2-2）

プラスチックごみの削減に向けた
消費者意識や行動の変容 (3-2)

？

？

？

？？なんでプラスチックごみが
海にあるのだろう？

マイクロプラスチックは
どのくらいあるのだろう？

マイクロプラスチックは
どこにいくのだろう？

マイクロプラスチックは
いつから海にあるのだろう？

マイクロプラスチックは
生き物にどんな影響を与えるのだろう？

マイクロプラスチックは
人間にどんな影響を与えるのだろう？

？

？

プラスチックごみの削減に向けた
ルールづくり (3-3)

ごあいさつ
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1-1.海面から海底泥まで海洋空間で
のマイクロプラスチックの動きを追
跡・調査する

水中のマイクロプラスチック（MP）
が少ないとされているのは、プラス
チック片の表面に藻類や細菌が付着
して重くなって沈んだり、動物プラ
ンクトンや小魚などの生き物が食べ
て、糞の粒子として沈んでいくこと
が可能性として考えられます。

そこで MP が多く分布するとされ
る日本周辺でも比較的多いとされる
日本海対馬周辺海域で 2020 年夏に
観測を行いました。海表層では微小
な生物の採集に使うニューストンネ
ット（網目315µm）を、海底の堆積
物からは採泥器を用いてプラスチッ
ク粒子を採取しました。長崎・対馬
周辺海域の試料における MP とそれ
よりも大きなプラスチック（メソプ
ラスチックという）で比較すると、
西側海域で MP の重量、個数が多く
分布し、また、東側海域の MP で劣
化している傾向が見られました（図
1-1-1）。

水中や海底にある MP を素材につ
いて比べると、水中でポリエチレン

（PE）やポリプロピレン（PP）のよ

うに海水より比重の軽い素材が採取
され、堆積物中からは PE や PP に加
えポリ塩化ビニル（PVC）やポリカ
ーボネイト（PC）といった比重の重
い MP が採取されました。比重の重
い MP は軽い MP と水中で異なる動
きをしているようです（図1-1-2）。

MPは主に300µmを下限に調査さ
れることが多いですが、より小さい
MPがどうなっているのかを調べるた
めの方法として、10-300µm の MP
を海水から集める技術の開発に成功
しました。今後は、海中にある微小
な MP が海水から取り除かれるメカ

ニズムにも焦点を当てて研究を進め
ていきます。

さて、水中の MP は単独で移動す
るばかりではありません。むしろマ
リンスノーのような何かにくっつい
て移動していることの方が多いと考
えられます。水中には様々な大きさ
で様々な性質の物質が粒子として存
在します。植物プランクトンは細胞
外に透明な重合体粒子（TEP）を放
出し、それが様々な粒子を取り込ん
だ凝集物になっていきます（図1-1-
3）。そうした凝集物にMPが付着して
沈降することが考えられます。そこ

Research  研究内容
ACT1. 海洋プラスチックごみの科学的知見の充実

海洋プラスチックごみ問題対応の基盤となる科学的知見を充実させ、信頼できる科学的根拠に基づき正しく問題を伝え
ていきます。このため、東京大学を中核とし、関係大学との連携のもとで、以下の3つのテーマに取り組んでいます。

テーマ1. 海洋マイクロプラスチックの実態および挙動の把握
レジ袋、食品包装、車の部品や医療器具、様々な分野で

プラスチックは用いられています。その特徴の一つは水よ
り軽いことです。その性質は細かくなったマイクロプラス
チック（5mm 以下のプラスチック片）になっても変わら
ないので、たくさん海面に浮かんでいてもおかしくありま
せんが、実際にはそうではありません。自然界の中をプラ
スチックはどう動いているのでしょうか？

海洋中のマイクロプラスチックの分布や挙動は、効果的
な対策を行う上で必要不可欠な情報です。これまでの成果
を踏まえ、海水中および海底泥中のマイクロプラスチック
の組成分布や動態について仮説検証型の研究を進めていま
す。さらに、過去数十年にわたり保管されていた試料を再
解析して、海洋プラスチック汚染の歴史を明らかにします。

図 1-1-1：対馬周辺海域に浮遊するマイクロプラスチックと 5mm より大きいプラスチック片（メ
ソプラスチック）の分布。図は測点ごとの立方メートルあたりの数（左右で個数のスケールが違う
ことに注意）。測点 B009 は観測時に潮目に当たっていた。MP の平均個数は 2.74 個（0.25-14.4）、
メソプラスチックは 0.40（0.014-1.57）。

マイクロプラスチック（MP） メソプラスチック
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で室内実験を行なったところ、小さ
い MP ほど凝集物と一緒に沈んでい
きやすく、1mm以上の大きいMPで
は付着が逆に凝集物に浮力を与える
現象を観察しました（図1-1-4）。こ
の様に植物プランクトンが MP の動
きに大きく関わることや、MP が沈
降粒子の性質に変化を与えることで
地球海洋における物質循環（特に炭
素循環）にも関わっている可能性が
出てきました。

1-2.マイクロプラスチックの動きを
現場データと数値実験モデルによっ
て明らかにする

海の様子は刻々と変化します。風
や波による撹乱、雨による塩分変化
などがあり、マイクロプラスチック

（MP）は水中で混ぜ返されたり劣化し
たりします。MPの大きさや形、表面
のツルツル度合いなどが異なれば、
同じ力が働いても浮き沈みの様子が
変化します。そのことで生物への取
り込みや環境中での有様が変わりま
す。そこで、大きさや密度の異なる
MP がどのように水中で動くのかを
数値実験で明らかにしていきます。

材質の異なる MP（ポリエチレン
PE とポリプロピレン PP）が海中で
どのような振る舞いをするのか、そ
して鉛直的な分布が MP の粒子サイ
ズによってどのように変わるかをコ
ンピューター上の数値実験で調べま
した。PE、PP とも海水よりも軽い
ため、基本的には浮力があり、海面
付近に滞留しますが、冬季は水温や
塩分による成層が弱く鉛直的に混合
しやすいため、かなり深い水深まで
輸送されることが数値実験から示さ

れました。また、浮力のある MP で
も、生物が付着したりすると海水よ
りも重くなり沈む可能性があります。

そこで、数値実験によって、生物
由来の有機物と凝集する確率を計算
した結果、小さい粒径のMPでは静穏
時に表層に集まるために凝集確率が
増大するのに対し、大きい粒径のMP
では荒天時にラングミュア循環と呼
ばれる組織だった表層の流れによっ
て凝集確率が大きくなることがわか
りました。また、粒径ごとの紫外線

図 1-1-2：対馬周辺海域に浮遊する MP と海底に沈んだ堆積物中の MP の材質構成。 図1-1-3：海洋中のマイクロプラスチック
と天然有機物の相互関係（イメージ）。

図 1-1-4：植物プランクトンの凝集物に付着するビーズの観察（上は実体顕微
鏡に蛍光装置を用いた画像、下は走査型電子顕微鏡の画像）。
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暴露量を計算した結果、320µm 付
近を境にそれより小さい粒径の MP
では紫外線を浴びる量が減少し、分
解されにくくなることが数値実験の
結果から示されました。

さらに、現場観測で対馬周辺海域
では東西海域で MP の劣化度合いが
異なり、東側海域で分解が進んでい
る傾向が観察されましたが、このこ
とについて数値実験を行なったとこ
ろ、東側の MP の方が輸送経過日数
が多いこと、対馬の海岸で分解が進
んだ MP が再流出した際にも対馬の
東岸に存在しやすいことがわかって
きました。

1-3.日本周辺海域70年間の海洋プ
ラスチックごみ時系列変化：海洋プ
ラスチックごみの歴史的変遷を明ら
かにする

国立研究開発法人水産研究教育機
構塩釜拠点に保管されていた 1949
年～2016年の北太平洋移行域（東北
地方東方沖）で実施された表層の稚
魚分布調査の試料の提供を受け、混
入しているプラスチックごみの長期
変動を調査しました（図1-3-1）。プ
ラスチックごみは、最初は1953年8
月に確認され、1980 年代までに 10
年ごとに約10倍ずつ増え続けました

（図1-3-2）。マイクロプラスチック
（MP）と呼ばれる５ｍｍ以下のプラ

スチックは 1950 年代は全体の半分
程度でしたが、2010 年代には９割
以上を占めていました。

こうした調査と並行しておこなっ
た調査や実験から、ゼラチン質の動
物プランクトンで、サルパ類の胃内
容物を調べることで現場の MP 濃度
を推定することに利用できるかもし
れないという発見がありました。ま
た、動物プランクトンが MP を食べ
た時にどうなるか観察したところ、
合成繊維糸の切れ端のような繊維状
MP をカイアシ類が摂食すると致死

的な影響をもたらす可能性があるこ
とがわかってきました。

図1-2-1：数値実験で計算された3次元的なマイクロプラスチックの分布。色はMPの粒径を示
す。

図 1-3-1：1949-2016 年の北太平洋移行域表層調査点の分布図。

図 1-3-2：プラスチックゴミの平方メートルあたりの個数の年代変化。
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2-1.陸域から海域へのマイクロプラ
スチックの流出過程とMPに起因す
る化学的物理的生体影響

300µmより小さいサイズのマイク
ロプラスチック（MP）について、都
市発生源から追跡した結果、プラス

チックは陸域で微細化して海域に達
していました。その経路の一つは、
家庭での洗濯に由来する化学繊維

（繊維状MP）が下水を介して海に流
れ出ます。晴天時であれば下水処理
で98％は取り除かれますが、それで

もその処理水中の濃度は粒子毒性の
閾値を超えていました。

別の経路としては、タイヤ摩耗物
やプラスチック製品が粉砕して MP
になって道路わきの排水溝から道路
排水として、特に雨天時の出水で海
に吐き出されます（図2-1-1, Sugiura 
et al, 2021）。流出したMPは都市内
湾に沈降・堆積しており、東京湾の
海底堆積物の調査から、1960 年代
以降に蓄積していることが明らかに
なりました（図2-1-2, Takada et al, 
2022）。

10〜300µm の微小な MP の生物
による取り込みを調べたところ、東
京都多摩川河口域ではハゼ、オサガ
ニ、アサリ、ホンビノスガイなどで
体内に蓄積していることがわかりま
した（図2-1-3、図2-1-4）。同じよ
うに沖縄県でもイソハマグリやオカ
ヤドカリで確認されました。生物組
織内の微小な MP を測定する方法を
開発し、岩手県気仙沼の漁港と東京

テーマ 2. 海洋マイクロプラスチックの生体影響評価
小さくなったプラスチックは海洋生物のみならず、海洋生

態系を介して人体にも入り込み、その影響が危惧されてい
ますが、基本的な科学的知見は決定的に不足しています。
これまでに、ごく微小なプラスチック粒子は血管やリンパ
に取り込まれることや、プラスチック関連化学物質の生体

内での反応等が明らかになってきました。こうしたことを
踏まえ、長期的な影響を含め、微小なプラスチック粒子の
生態系および人体に対する物理的影響及び化学的影響の評
価に関する研究を推し進めています。

図 2-1-2：東京湾の海底から採取した柱状堆積物中のマイクロプ
ラスチックの鉛直分布。堆積物中の MP の個数が示す MP 汚染の
歴史変遷。

図 2-1-1：都市で発生したプラスチックの海への経路。道路排水、降雨時の越流水、下水処理場から
の二次処理下水の 3 つの経路が示されている。

二次処理下水

降雨時の越流水

道路排水

下水処理場

タイヤの摩耗屑や
パイロンの破片など

スポンジの破片や
衣類からの繊維くずなど

図 2-1-3：市民と協働した多摩川河口でのマイクロプラスチック調査のた
めの底生生物採取。生物試料採取協力「大田区環境マイスターの会」。

研究内容 ACT1 テーマ 1 ／テーマ 2

7



湾湾岸のイガイで調べたところ、気
仙沼のイガイでポリスチレン（PS）
を有意に検出しました。漁業活動で
多用される発泡スチロールに由来す
る可能性が考えられます。

沖縄県西表島でプラスチックの漂
着の多いノバルザキ西とほとんどな
いハエミダの 2ヶ所の浜で採取した
オカヤドカリの肝膵臓中の臭素系難
燃剤含有量を調査したところ、ノ
バルザキ西の試料からは高濃度の
BDE209 とその代謝物の PBDEs を
検出しました。ところがハエミダか
らはほとんど検出されませんでし
た。そこで実験室でオカヤドカリに
BDE209 を経口曝露したところ、数

日後には肝膵臓からBDE209とその
代謝物の PBDEs が検出された（図
2-1-5）。

BDE209 は代謝の過程で臭素が外
れることで毒性が増すことから、プ
ラスチック自体が含んでいる添加剤
が、生物体内に移行・蓄積するだけ
でなく、代謝による有害化が起こる
ことが確認され、添加剤の体内移行
後の影響を今まで以上に注視する必
要があることが示されました。

2-2.食物連鎖の中でのプラスチック
関連物質の挙動、遺伝子応答

日本沿岸に広く分布するムラサキ
イガイを使ってマイクロプラスチッ

ク（MP）の取り込みを調べる実験
系を確立しました（図 2-2-1、2-2-
2）。この実験系を用いて、MPを模し
て PS 製のビーズ粒子を与えたとこ
ろ、粒子のサイズによって体内残留
時間などが異なることが判明しまし
た（図2-2-3）。すなわち、直径 1、
10、90µmの粒子それぞれを与えた
1 週間の実験では、粒子サイズが大
きいほど排出が遅くなりました。と
ころが、期間を長くして40日継続し
た実験では、10と90µmではそれぞ
れ 34 日、28 日までに糞中から見ら
れなくなったのに対し、1µmのMP
は40日後でも検出されました。この
ことから小さい粒子ほど体内に長期

図 2-2-1：マイクロプラスチックを取り込
むムラサキイガイ。上が MP 投入したとこ
ろ、下が取り込んだ後。（Fisheries Science, 
87, 761, 2021）

図2-2-2：排泄された糞の中のMP。（撮影者 
金城梓氏）

図 2-1-4：多摩川河口域生物の体内からは目で見えない小さいマイクロプラスチックを検出。

図2-1-5：プラスチック製品の添加剤で臭素系の難燃剤BDE209をヤドカリの肝膵臓から検出。
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止まるといえます。さらに、ムラサ
キイガイに PE 単体と PE 製のビーズ
にPCBを吸着させた粒子をそれぞれ
与えて、現在遺伝子解析を行なって
います。この解析により、MP が海
洋生物に及ぼす未知の影響が明らか
になりつつあります。

研究対象は魚類にも拡げていま
す。海水魚のモデルであるジャワメ
ダカを使った実験から、濾過摂餌を
しない魚種でも粒子を取り込むこと
が明らかになりました。今後ジャワ
メダカを用いて、MP がどのような
影響を及ぼすのかを遺伝子レベルで
調べていきます（図2-2-4）。そのた
めに必要な全ゲノム配列の解読や、
遺伝子ノックアウト技術の確立もす
でに完了しています。

2-3.プラスチックの細胞組織への導
入機構と人体影響評価

マイクロプラスチック（MP）のヒ
トへの主な侵入経路として経口摂取
による腸管吸収が考えられ、腸管か
らの吸収や蓄積、さらにその先の人

体影響を知る必要があります。高度
なヒト小腸モデル細胞実験では、取
り込み経路とメカニズムの検討のた
めに、50, 100, 500nmのPS粒子に
暴露したところ、50, 100nm の MP
は主に血液中に、500nm のものは
バクテリアの認識機構を通じて主に
リンパ管に取り込まれました。

今まで動物実験における経口投与
で、数～数十 µm の粒子が臓器に分
布蓄積することが報告されていまし
たがその経路は不明でした。今回の
細胞実験で、大きな粒子がリンパ系
に取り込まれた後に血液に流入する
と推察されたことは、重要な知見で
す。リンパ系に取り込まれたMPは、
免疫細胞を一定程度活性化させたも
のの、プラスチックが非分解性のた
め、抗原提示を通じた獲得免疫（一

度体内に侵入した異物を記憶し、次
に侵入した際に攻撃する）は起こら
ないと考えられました。しかしなが
ら今後は、長期の継続的な MP の取
り込みを想定し、持続的な免疫細胞
の活性化（自然免疫）・臓器細胞障
害・組織修復の結果としての組織炎
症障害など、より正確な長期毒性予
測を行っていきます。

さらに、MP は最終的には肝臓が
重要な分布臓器になります。MP が
小腸から吸収された後、直接血流を
介して全身に分布することを想定し
て、ヒト肝臓モデルを用いたMP（50 
nm, 1µm）の肝組織への蓄積と毒性
の解明を進めました。ミトコンドリ
ア活性測定に基づく各細胞の毒性発
現濃度を適用すると、肝組織内では
どの粒径でも自然免疫に主に関与す
る免疫細胞である肝のクッパー細胞
において強い毒性が現れました。肝
臓細胞実験では MP の毒性と蓄積を
測定し、数理モデルと組み合わせる
ことによって、微細PS粒子の曝露量
に対する肝組織中の MP 蓄積量と毒
性を推測できるようになりました。
今後はさらに様々な仮説に検証を加
え、慢性毒性機構を基に MP 影響の
理解を深めていきます（図2-3-1）。

図 2-2-3：MP モデル粒子のサイズごとの排泄
量と時間の関係。（Marine Pollution Bulletin, 
149, 110512, 2019）

図 2-3-1：マイクロプラスチックの培養細胞モデルでの影響評価に関する実験系の概念図。

糞
粒
か
ら
検
出
さ
れ
た
ビ
ー
ズ
の
数
（
lo
g 1
0）

ビーズ取り込み後の日数

培養肝臓細胞組織モデル

培養消化管細胞組織モデル

培養組織モデルを用いて
多様な暴露シナリオで人体影響を予測

マイクロプラスチックに
培養組織を暴露

図 2-2-4：モデル生物のジャワメダカ。
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3-1.市民参加によるマイクロプラス
チック調査

市民が参加できる海洋マイクロプ
ラスチック調査の方法や仕組み、そ
して装置をデザインしてきました。

これまでに海洋マイクロプラスチ
ック（MP）の調査手法の提案、採取
装置のプロトタイピング・ユーザー
テストに加え、実際に神奈川県逗子
海岸で地元住民の皆さんの協力のも
と、考案した手法をより使いやすい
ものに改良しています（図3-1-1、
3-1-2）。

また、小学生向けのパイロットプ
ログラム「こども研究員」など、普
及・啓発活動を行ってきました。さ
らに、海岸で採取したMPのデータを
集約するためのプラットフォームの
ベータ版も開発しました（図3-1-3）。

他にも様々なワークショップや調
査体験イベントを開催し、それらを
通じて多くの市民に海洋 MP 研究に
関心をもらうための地域に連携した
活動を開始しています。今後はさら
に自治体とも協力し、市民とともに
取り組む活動を広げていきます。

3-2.プラスチックごみ削減に向けた
消費者意識・行動変容の社会実践的
研究

消費者のプラスチック製品に対す
る意識を可視化するツール「京都大
学プラ・イド（Plastic Identification

テーマ 3. プラスチックごみ削減方策に関する社会科学的研究
海洋プラスチックごみは陸上の人間社会に由来していま

す。したがって、その削減には産業構造ばかりでなく、個々
人の生活様式にもダイナミックな変化が求められます。海
洋プラスチック汚染は海に流れ込むプラスチックを減らす
ことが対策になりますが、そもそも、私たちがプラスチッ
クを使用する量を減らすということが基本です。

そこで、自然科学の成果を踏まえつつ、人文社会科学の

視点を融合して、海洋プラスチックの削減に向け、ごみ削
減策、管理方策、そして社会全体としてプラスチックごみ
を減らすための効果的な政策オプションの提示および市民
の行動変容勧奨に向けた社会科学的研究を進めています。
今後は自治体と連携して、市民参加型の活動の効果測定や
制度面での検討など社会実装のためのパイロット事業をさ
らに発展させていきます。

の略）チャート」を考案しました（図
3-2-1）。

これは、製品の特徴や消費者の意
識に合わせて、再生や削減、再利用
などの方策を可視化することができ
るもので、学生や企業関係者を含め
て議論を重ねて作成したことで、現
在、さまざまな人たちが広く引用・
活用しています。今後は、関係者と
の対話やモニタリングによりその効
果についても研究を進めていきます。

ペットボトル削減に向けたマイボ
トル利用促進のためのアンケート調
査、それをもとにした実証実験を京
都大学やリコー等で進め、ウォータ
ーサーバーなどのインフラ整備など、
研究調査手法のノウハウを得ること
ができました。さらに進めて、消費
者の意識・行動変容にかかるモデル
開発につなげていこうとしています。

図 3-1-2：実際に採取装置を使って調査を
してみる。

図3-1-1：市民が参加できるMP調査を開催。

図3-1-3：海岸で採取したMPのデータを集
積するシステムのテスト版。

図 3-2-1：「プラ・イド（Plide）」チャート Ver. 1 個人の主観・認識レベルを可視化する。浅利美鈴ほ
か（2021）プラスチック製品に対する消費者意識・行動の可視化ツール - プラ・イド チャートの提
案と意義について。環境と安全 , 12 (1), 1-10: https://doi.org/10.11162/daikankyo.20G0901

Ver.1 個⼈の主観・認識レベルを可視化する

ü使われなくなる
ü消滅

Reduce/Extinct
⽇常⽣活の中で使⽤を
避けやすいプラ

避けにくいプラ

いらない
プラ

個⼈の
主観として
いるプラ

üバイオプラなどの素
材改良

ü⾮枯渇性資源な
どの代替品利⽤

Renewable

バイオプラや代替品
の開発までは
ü⻑期利⽤
ü再使⽤

Long-term use
/Reuse

使⽤後のエッセンシャ
ルユース製品も対象
として
ü適切な回収・処理
ü熱回収など

Recycle/Recovery

素材変更や代替
の促進が可能

削減の取り組みが
⾏いやすい

ü 研究
ü 技術開発
ü 企業努⼒
ü 規制 など

ü⼿紙の包装
ü⾷品の包装
ü梱包材 など

üレジ袋
üストロー
üおしぼり
ü傘袋 など

使⽤後

使⽤後

嗜好せずとも
ついてくる

あなたの
【プライド】
⾝の回りにある

プラスチックを分類しようエッセンシャルユース

ü個⼈の⼯夫
ü代替品の認知
ü意識改⾰ など

üパソコン、スマホ
üクレジットカード
üメガネ など

ü⽫、コップ
ü家具
ü⾐服 など

üペットボトル
üペン など

「プラ・イド（Plide）」チャート

浅利美鈴ほか：プラスチック製品に対する消費者意識・行動の可視化ツール―プラ・イドチャートの提案と意義について、環境と安全12巻
1号 pp.1－10（2021年） https://doi.org/10.11162/daikankyo.20G0901
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3-3.プラスチックごみ削減に向けた
ルールづくり

プラスチックそのものを削減する
ための方策を提示するために、国
連や日米欧の先進 7 か国（G7）、先
進国に新興国を加えた主要 20 か国

（G20）における国際ルールの検討
や、経済協力開発機構（OECD）及

び世界貿易機関（WTO）において
循環型経済と貿易の観点からの検討
といった国際動向、さらには中央省
庁、地方自治体、企業といった国内
のステークホルダー分析を行ってき
ました。

くわえて国内法や自主的取り組み
といった制度的対応状況についても

調査してきました。これらを踏まえ
た上で、地域レベルで自治体等が取
りうる政策や持続可能なルールづく
りについて、いくつかの自治体と連
携し、政策を社会で試験的に取り組
むモデル的な実験を開始します。

1.環境保全に取り組む市民の行動原理と環境意識
海洋環境保全を実践する人々の行動原理を解明し、

プラスチックゴミを清掃する市民や排出削減に取り組
む市民がそれを行う動機を理解することで、そうした
原理を織り込んだプラスチック削減の良い方策を生み
出すことができそうです。そこで個人が有する自然観
とプラスチック問題への対応の相関を知るために、食
料品の買い物と海のプラスチックごみ問題に関する質
問票調査を 2020 年 10 月に国内で実施しました。

エコバッグの使用回数は、水産物の消費頻度と相関
があり、水産物を週に4～5回以上消費している層はエ
コバッグの使用頻度が有意に高い関係にありました。

一方、自然環境と
の心理的位置関係

（自己の生活環境
が自然環境の一部
か、接するか、つ
ながりがないかの
3 つの関係）とエ
コバッグの使用頻
度は有意な相関関
係がありませんで

した。同じ調査で、自然環境からの連想を回答しても
らった結果、自然環境との心理的距離が近い回答者ほ
ど地球環境規模の環境問題を想起する傾向がありまし
た。こうした調査を海外でも実施することで、環境意
識と環境行動が国ごとに多様な場合は現場ごとの方策
を、多様でない場合には共通の方策を用いて、プラス
チック汚染への施策を検討しています。

2.農業廃棄物を有効活用したプラスチック代替品製造
と利用促進

エジプトにおける石油由来プラスチックの生産・消
費削減に向け、国際連合工業開発機関（UNIDO）との
共同プロジェクトを進め、プラスチック代替素材とし
てサトウキビバガス（サトウキビ搾汁後の残渣）から
の紙製造について検討しました。

そこで紙製造可能量や環境影響の観点からの妥当性
評価とともに、バガス由来の紙製品導入に向けた消費
者の嗜好性を把握するために、プラスチック問題や代
替素材などに関するアンケート調査（1020 人）を行
いました。現状の解析（219 人分）からは、エジプト
の消費者はプラスチック問題への関心は高く、紙袋の
利用に対して前向きであることがわかりました。

海洋環境保全を実践する人々の行動原理を解明し、プラスチックゴミを清掃する市民や排出削減に取り組む市民
がそれを行う動機を理解することで、そうした原理を織り込んだプラスチック削減の良い方策を生み出すことがで
きそうです。

国内外の異なる分野の学問領域の研究者等との横断的な連携を強化するため、
「研究プラットフォーム」の構築を行い、あわせて研究成果等の情報発信を強化し

ています。その一環として、国連工業開発機関（UNIDO）や、欧州の研究プロジ
ェクト等との連携を進めます。

Research  研究内容
ACT 2. 研究プラットフォームの構築および情報発信

第1フェーズで終了した研究成果

インドネシアのKampung Warna-Warni
にて。左側手前の住宅の川辺にゴミがみ
える。陸（Land-based）から川を通じてゴ
ミが海に流される例。（撮影者 オスカー氏）

研究内容 ACT1 テーマ 3 ／研究内容 ACT2
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市民が行政や地域社会と協力し
て、海洋プラスチックごみを減らす
実践的な方法を確立する確立するた
め、東京大学生産技術研究所のマイ
ルス・ペニントン教授らの海洋観測
ネットワーク（OMNI）チーム※は、
東大未来ビジョン研究センターの城
山英明教授（国際行政論、科学技術
と公共政策、政策過程論）や京都大
学大学院の浅利美鈴准教授（環境教
育論）らとともに、沿岸住民や自治
体が協働して、海ごみ削減の手法と
仕組みを「デザイン」するパイロッ
ト事業を創り上げることを目指して
います。

この「デザイン」は、「どうしたら
人間は幸せになれるのか」という視
点から、社会の仕組みやサービス、体
験までを創造するという意味を持ち
ます。デザインの力で、工学、社会
科学の双方と市民の知恵を融合し、
社会に貢献できる仕組みを創り出す
のです。

チームの木下晴之特任助教は「海
洋プラごみ削減につながる市民参加
型の活動に役立ち、自治体の条例や
政策に取り込める仕組みを作るた
め、市民のアイデアを「提示→実践
→改良」の中で「いいもの」にして
いきます」と意欲をみせます。

チームは、逗子海岸を有する神奈
川県逗子市で、市民と市職員、研究
者らが参加するワークショップ（体
験型講座）を開催しています。最初
に開かれたワークショップでは、研
究者からの指摘で、参加者らはプラ
スチックへの向き合い方は人によっ
て違いがあり、大きな課題は無関心

層にどう問題を意識してもらえるか 
であることがわかりました。その後、
参加者がいくつかのグループに分か
れ、「理想の逗子海岸」（たとえば「裸
足で歩ける海岸」）を描き、その実現
へのアイデアを出し合いました。逗
子海岸ではフィールドワークもおこ
なわれました。チームは、ワークシ
ョップやフィールドワークをそれぞ
れ3、4回実施し、そこで生まれたア
イデアを形にしていきます。

今後、海洋ごみに関して愛媛県四
国中央市などと連携する中で、同様
の事業をおこなえるかどうか可能性
を探りつつ、沖縄県での実施も検討
しています。

城山教授は、海洋プラごみの「下
流」のビーチクリーンのみならず、

「上流」の発生源の削減対策の意義を
強調し、両局面のプラごみ対策につ
いて、個人や行政、産業界の関心、
課題を明らかにした上で、「沖縄のよ
うな島々や逗子市のような大都市近
郊地域、瀬戸内海という閉鎖海域で
隣接する地域など、地理的に大きく
異なる地域ごとに、ステークホルダ
ー（利害関係者）が連携できる方法

と、その方法に実効性を持たせる政
策を明らかにします」と、この事業
の目標を述べます。また「地域と密
着しているOMNIチームや浅利准教
授の研究室などと連携し、その地域
で必要とされる具体的な政策の提言
も行います」と話しています。

浅利准教授は、「今や、多くの人
に、プラごみやマイクロプラスチック
の問題は知られています」と指摘し
たうえで、この事業は「その実態や
将来の可能性を、より正確に把握す
ることが目的かと思います。ただ、
それが多くの人の行動や社会変容に
つながらないのも、大きな課題で、
そこに切り込むミッションでもあり
ます」「消費者行動や、ステークホル
ダー・社会システムの構造を知り、
変容のためのメカニズムや仕掛けを
検討し、実践的研究としても、変容
を作り出し、モデル化すること」を
目標としたいとしています。
� （ライター：三島 勇）

東京大学 大気海洋研究所 FSI 海洋プラスチック研究事務局
〒277-8564  千葉県柏市柏の葉5-1-5
TEL： 080-7124-7351
URL： https://fsi-mp.aori.u-tokyo.ac.jp/

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた取り組みを進めています。 2022年11月

※�市民参加型科学プロジェクト「OMNIマイク
ロプラスチック」（マイクロプラスチックの
問題を研究者と市民が一緒に考え、知り、行
動を起こしていく機会をデザインの力で創出
するもの）は 2022 年度グッドデザイン賞を
受賞しました。

ホームページ 成果はこちら

神奈川県逗子市での活動のご紹介


